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Abstract: The ommatidial number of fourth or fifth row of the compound eyes from 
center on the dorsal is different between females of Czez pipiens pallens and those ot 
Cz. p. molestus. The actual figure is generally nine and eight in Cr. p. pallens and 
Cz. bp. molestus, respectively. However, this number is reported to vary among these 
mosquitoes. Examinations were made on the ommatidial number of the compound eyes 
in Cz. の . pallens or Cx. pb. molestus females which were reared as adults at various 
temperatures, to make clear effects of temperature on variation of ommatidial number. 
The number of ommatidia was found to vary with breeding temperature in the fourth, 
fifth or sixth row in Cz. pb. pallens and Cz. bp. molestus. In Cz. p. pallens, females 
with nine ommatidia were large in number, when they emerged at temperature of 21°C 


On the 


most of Cz. bp. molestus females had eight, those with nine were small in 


or higher, but at a low temperature of 15°C, most of them had nine or ten. 
other hand, 
number of temperature of 21°C or higher, but when temperature became low at 15°C, 
all the females had eight in each row. Accordingly, temperature seems to be an im- 
portant factor for variation of ommatidial number in these mosquitoes. 
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6 に 無 吸血 産卵 に より 世代 を 繰 り の かえし て いる . 
は じ め に 


アカ イエ カ Culez pipiens pallens と チカ イエ カ 
Cz. pipiens molestus は アカ イニ エ カ 和 群 の 構成 員 で あ 
り , 鹿児島 以 北 に 分 布 し て いる . アカ イエ カ は 下水 
洛 の よう な 地上 水域 に 発生 し 吸血 産卵 する が , チカ 
イエ カ は ビル の 汚水 槽 の よう な 地下 水域 に 発生 し 主 
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この 両者 は 形態 的 に 酷似 し て いる が , 奴 の 場合 は 
外部 生殖 問 の 形態 で 区 別 で きる . 雌 に つい て は 複眼 
の 第 4 また は 第 5 列 の 個 眼 数 の 差 に よ っ て 判別 可能 
で ある . すなわち , アカ イエ カ の 雌 で は 9 個 , チカ 
イエ カ で は 8 個 で あり , アカ イ エ カ で 8 個 の も の 
や , チカ イエ カ で 9 個 の も の は 少数 し か 出現 し な い 
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と いわ れ て いる Noguchi and Asahina, 1966). 
同様 の こと は 名 古屋 の チカ イエ カ で も 認め られ て い 
る て ( 真 喜 屋 , 1973) . し か し , この 個 眼 数 の 変異 に 
関与 する 要因 に つい て は , 本 法 を 野外 の アカ イエ カ 
群 の 成虫 に 有効 に 適用 する 上 で 重 婦 で ある に ゃ も か か 
わら ず 検 討 さ れ て いな い . そこ で , 種々 の 温度 下 で 
羽化 し た アカ イエ カ と チカ イエ カ の 雌 の 個 眼 数 に つ 
いて 調べ た . 


材料 と 方 法 


アカ イエ カ , チカ イエ カ と も $ も に 長崎 で 採集 され , 
25C, 16 時 間 照 明 の 実験 条件 で 素 代 過 育 され た も の 
を 用 いた . これ ら の 敗 の 1 令 幼 束 を 15 て 30“C の 種 
々 の 温度 に 移し , 800cc の 水 を いれ た バッ ト (22cm 
x28cm) に 100 個 体 の 幼虫 を いれ た . 毎日 各 バ ッ ト 
(に エビ オス と マウ ス の 固 型 飼料 の 粉末 を 等 量 混合 し 
た も の を 0.2g づつ 与え 飼育 し 羽化 させ た . 羽化 し 
た 雌 成 虫 の 頭 部 を 10 の KOH に 浸し 約 3 分 間 加 熱 
し た 後 水洗 し , アル ュー ル で 脱水 し て グリ セリ ン ア 


ルコ ー ル に 移し た . この よう に 処理 し た 頭 部 を スラ 
イド グラ ス に 置き , 複眼 の 背 側 の 第 4, 5, 6 列 の 
個 眼 数 を 双 眼 馬 人 徹 鏡 を 用 いて 数 えた . 


結 果 


表 1 に 15?C, 10 時 間 昭 明 , 21“C, 10 時 間 照 明 , 
25?C,16 時 間 照 明 。 272C, 16 時 間 照明 , 30"C, 
16 時 間 照明 で 飼育 し た アカ イエ カ 肉 と チカ イエ カ 雌 
の 複眼 の 第 4, 5 お よび 6 列 の 個 眼 数 を 示 した. 

まず アカ イエ カ の 第 4 列 に つい て みる と 15"C で 
は 8 個 あ っ た も の が 判 検 し た 雌 の 半数 以上 を 占め た 
が , 21°C 以上 に な る と 9 個 の も の が 大 多数 を 占め 
る よう に な っ た . 10 個 の も の は 21~27^C で わずか 
に み ら れ た が 15"C と 30" じ で は み ら れ な か っ た . 

アカ イエ カ の 第 5 列 の 個 眼 数 の 場合 に は , 15"C 
で も 9 個 持 っ た も の が 多く 8 個 の も の は 少な く な っ 
て いた . 10 個 を 保有 する も の は この 温度 で は みつ か 
ら な か っ た . 257C と お よび 30?7C で は 8 個 の も の は 出 
現 せ ず 9 個 を 持っ た も の が ほとん ど で あ っ た が , 一 


Table 1. Ommatidial numbers of females of Culexz pipiens pallens and 
Culex pipiens mclestus reared at various temperatures 
a Ra Culez pipiens pallens Culexz pipiens molestus 
srt length CN No, of Ommatidial number No. of Ommatidial number 
CO) Chr) Pound females 」 females 
wn examined 8 9 10 examined 8 9 10 

15 10 48 25(52.1) 23(47.9) 0C 0.0) 67 67(100.0) 0C 0.0) 0(0.0) 
21 10 56 3( 5.4) 52(92.9) 1C 1.7 50 48( 96.0) 2( 4.0) 0(0.0) 
25 16 Fourth 56 9(16.1) 44(78.6) 3C 5.4) 64 54( 84.4) 10(15.6) 0(0.0) 
27 。 16 62 5 8.1) 56(90.3) 1C 1.6) 76 59C 77.6) 1722.4) 0C0.0) 
30 16 64 2( 3.1) 62(96.9) 0( 0.0) 55 47( 85.5) 8(14.5) 0(0.0) 
15 10 48 12(25.0) 35(75.0) 0C 0.0) 67 67(100.0) 0( 0.0) 0(0.0) 
21 10 56 0( 0.0) 49(87.5) 7(12.5) 50 45( 90.0) 5(10.0) 0(0.0) 
25 16 Fifth 56 0C 0.0) 44(78.6) 12(21.4) 64 56 87.5) 8G12.5) 0(0.0) 
27 16 62 0( 0.0) 56(90.3) 6 9. の 76 60( 78.9) 16(21.1) 0(0.0) 
30 16 64 0( 0.0) 60(93.8) 4C 6.3) 55 42( 76.4) 13(23.6) 0(0.0) 
15 10 48 16(33.3) 32(66.6) 0C 0.0) 67 67(100.0) 0C 0.0) 0(0.0) 
21 10 56 1( 1.8) 51(91.1) 4C 7.1) 50 49( 98.0) 1( 2.0) 0(0.0) 
25 16 Sixth 56 1( 1.8) 44(78.6) 11〈19.6) 64 55( 85.9) 9(14.1) 0(0.0) 
27 16 62 1( 1.6) 55(88.7) 6 9.7) 76 69( 90.8) 7( 9.2) 0(0.0) 
30 16 64 0( 0.0) 58(90.6) 6( 9.4) 55 50( 90.9) 5 9.1) 0〈0.0) 


Remarks : Figures in parentheses show the percentages of temales with 8, 9 or 10 


ommatidia in each row. 


部 は 10 個 の 個 限 を 有 し て いた . 

第 6 列 に お いて は 21"C 以上 で も 8 個 持っ た も の 

が か が ごく わずか 出現 し た 他 は 第 5 列 と ほぼ 同様 の こと 
が 認め られ た . 

次 に チカ イエ カ 雌 の 第 4 列 の 個 眼 数 に つい て みる 
Go 5 で は 会 介 全 が 9 で あ っ た が 21 で し 
で は 9 個 の も の が 出現 し て いた . 

第 5 列 の 個 眼 数 の 場合 も 157C で 羽化 し た 雌 は す 
べ て 8 個 の 個 眼 を 有 し た が , 217C 以 上 で は や は りら 
9 個 の 個 眼 の ある も の が 現れ た . 

同様 の こと は 第 6 列 で も み ら れ た . 

チカ イエ カ 雌 で は 第 4, 5, 6 列 に アカ イエ カ 肉 
で み ら れ た よう な 10 個 の 個 眼 を 有する も の は と の 慢 
度 条件 下 に も 現れ な か っ た . 

15" じ と 21“C は 10 時 間 照 明 と 短 日 長 で あり , 25" 
C 以 上 は 16 時 間 照 明 と 長 日 長 で あっ た が , アカ イェ 
カ ふ も チカ イエ カ あ 同じ 短 日 長 で ある 157C と 219C の 
同 に 個 眼 数 の 差 の 存在 が 明らか で ある の に 対し , 日 
長 の 異な る 21“C じ と 25"C 以 上 の 間 に は それ 程 の 差 は 
みみ ら れ な か っ た. 

以上 の 成績 か ら 全 体 と し て みれ ば , チカ イエ カ の 
個 眼 数 は 知育 温度 に よっ て 変化 は する が , その 幅 は 
アカ イエ カ に 比較 する と 小さ いよ うに 思わ れる . 特 
に アカ イエ カ で は 15?C の 低温 下 で 所 育 され た 雌 群 
こ 8 個 の 個 眼 を 持っ た も の が 多く な っ て いる の に 対 
し , チカ イエ カ で は この よう な 個 眼 数 の 変異 の 少な 
いこ と は 極め て 興味 ある こと で ある . 
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を 測定 し , 一 般 に は アカ イエ カ で は 9 個 、 チカ イエ 
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ヵ で は 8 個 で ある こと を 報告 し た . この 結果 は 今回 
25YC 及 び 30“C で 羽化 きせ た アカ イエ カ 及 び チ カイ 
ェ エ カ の それ ら と お お むね -- 致 する . 

15^ じ で は チカ イエ カ の 第 4, 5 及び 6 列 の 個 眼 
数 は どの 肉 で も 8 個 で あっ て , 高温 下 で み ら れ た よ 
ら な た 9 個 の 肉 は 全く みつ か ら な か っ た . この 事実 は 
本 種 の 生活 の 場 が 比較 的 温度 の 低い 地下 の よう な と 
ころ で ある の で 注目 に 値する . 

だ の カイ の 用命 に NN、 1 お いて 
どの 列 で $ 個 眼 が 1 つ 減 り 8 個 を 持っ た も の が か な 
の 0 昌 だ た が か っ て この 当て で は プア カイ さ グ 
Re 
際 に は この よう な 現象 が どの 温度 下 で 起き る か を 明 
ら か に し て , と の 季節 に 起 る か を 今後 確 め な けれ ば 
CGE 


摘 要 


一 般 に アカ イエ カ 雌 の 復 眼 の 第 4 , 5 , 6 列 は 個 妥 
が 9 個 , チカ イエ カ 中 の それ は 8 個 と いわ れ 両 者 の 
鑑別 点 と も な っ て いる . し か し 野外 で 8 個 の アカ イ 
ェ エ カ 雌 , 9 個 の チカ イエ カ 雌 が 採集 され る こと が あ 
る の で , この 変異 を 生じ る 要因 を 調べ る た め , まず 
種々 の 温度 で 両者 を 剣 育 し , 羽化 し て くる 雌 成虫 の 
個 眼 数 を 観察 し た . その 結果 , アカ イエ カ は 15“C 
で 8 個 し か な いも の が 多数 出現 し た が , 21“ じ 以上 
で は 特に 5, 6 列 の 個 眼 数 は は ほとんど が 9 個 で あり , 
10 個 の も の も 少数 混 っ て いた . それ 区 比べ チカ イエ 
ヵ は 15"C で は 例外 な く 8 個 で あっ た が , 21"C 以 上 
で は 9 個 の も の が 少数 で は ある が 現れ た . これ ら の 
こと か ら 幼 躍 期 の 飼育 温度 は アカ イエ カ お よび チカ 
イエ カ の 個 眼 数 に 変異 を も た ら す 重 妥 な 要因 で ある 
た 5 の 9 し の 


献 


: 判別 関数 法 の 応用 た にょ る アカ イエ カ と チカ イニ エ カ 雌 成虫 の 形態 学 的 鑑別 , 衛 動 , 23 


2) Noguchi, K. & Asahina, S. (1966): Ommatidial number as a diagnostic character for Japanese 


autogenous Culez molestus. J. Med. Ent., 3 


, 146 一 148. 


